
例題１．３の関連問題      機械工学科 ５１２３４ 望月 裕太 

 

課題：図のような平均半径ｒｍ(=300mm)，板厚ｔ(=1mm)からなる円筒が，３０度おきに１２個の溝型材(例

題1.1の形状寸法)で補強され，この補強円筒殻に曲げモーメントMｚ(=1×10８)が作用した場合の曲げ

応力を求める． 

 
・計算 

① 中心から最上および最下(９０°，２７０°)の型溝材の図心までの距離は 
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なので，この場合の断面二次モーメントは 
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② 斜めの型溝材(６０°，１２０°，２４０°，３００°)の断面二次モーメントは 

θ=π／３とすると，式(1.18ｂ)より 
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③ 斜めの型溝材(３０°，１５０°，２１０°，３３０°)の断面二次モーメントは 

θ=π／６とすると，式(1.18ｂ)より 
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④ 左右(０°，１８０°)の型溝材の断面二次モーメントは 
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⑤ 円筒だけの断面二次モーメントは，式(1.17)を用いて 
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全体の断面二次モーメントは①～⑤より 
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最大および最小曲げ応力は上下点に生じるので 
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となる． 

 


